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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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し
チ
ェ
ッ
ク
や
回
付
簿
ア
レ

コ
レ
…
。
事
件
の
度
に
、
当

局
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
管

理
業
務
に
、
統
括
官
を
は
じ

め
、
職
員
は
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
▼
問
題
は
、
当
局
が

〝
犯
人
探
し
〟を
狙
っ
て
い
る

こ
と
。
事
故
防
止
の
観
点
は

皆
無
だ
▼
現
場
の
仕
事
に
は

〝
押
さ
え
ど
こ
ろ
〟
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
ベ
テ
ラ
ン
上
席
や

非
常
勤
職
員
の
経
験
に
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

増
え
続
け
る
管
理
業
務
の
た

め
、
こ
の
〝
押
さ
え
ど
こ
ろ
〟

を
手
放
さ
な
け
れ
ば
事
務
が

回
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

だ
か
ら
、
よ
り
深
刻
な
事
件

が
起
き
る
▼
当
局
は
、
頭
を

下
げ
て
、
こ
の
〝
押
さ
え
ど

こ
ろ
〟
を
ベ
テ
ラ
ン
上
席
や

非
常
勤
職
員
に
教
え
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
事
故
や
紛

失
を
一
掃
す
る
た
め
に
も
。

債
権
管
理
業

務
の
一
件
入

力
毎
の
指
認

証
に
現
金
領

収
機
の
指
認

証
、
持
ち
出

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
1
、
3
が
白
の

弱
点
を
つ
く
好
手
段
で
す
。

（
5
分
で
二
、
三
段
以
上
）

署
外
は

時
ま
で
に
お
越
し
下
さ

署
外
は　

時
ま
で
に
お
越
し
下
さ
いい

1616　

度
重
な
る
定
員
削
減

や
行　

不
補
充
が
行
わ

（二）

れ
る
一
方
で
、
増
え
続

け
る
業
務
―
―
。
不
足

す
る
人
員
を
補
て
ん
す

る
た
め
に
、
全
て
の
公

務
職
場
で〝
非
常
勤
化
〟

や
〝
派
遣
・
委
託
化
〟

が
進
め
ら
れ
、「
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
」

が
広
く
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
政
府
・
財
界

が
進
め
て
き
た
労
働
者

の
〝
非
正
規
化
〟
や

〝
貧
困
化
〟
と
併
せ
て
、

「
公
務
の
職
場
で
ワ
ー

キ
ン
グ
・
プ
ア
を
作
る

な
」
の
世
論
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。　

税
務
署
で
も
増
加

　

税
務
署
に
も
広
が
る
「
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
」。
例

り
」
と
前
置
き
し
つ
つ
、
署

外
会
場
で
は
「　

時
ま
で
に

16

お
越
し
く
だ
さ
い
」、
そ
れ

内
容
を
統
一
す
る
指
示
に

な
っ
て
お
り
、「
受
付
を
早

め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ

　

事
務
連
絡
は
、
確
定
申
告

期
の
相
談
受
付
時
間
に
つ
い

て
、
広
報
す
る
文
書
の
掲
載

　

東
京
局
・
個
人
課
税
課
は　

月　

日
、
各
署
の
個
人
１
統
括
に
対
し
て
、「
確
申

11

11

告
期
に
お
け
る
相
談
時
間
等
の
統
一
的
な
広
報
の
実
施
に
つ
い
て
」（
事
務
連
絡
）

を
発
出
。
一
部
校
了
済
み
の
署
外
会
場
チ
ラ
シ
を
除
き
、
署
外
会
場
と
そ
れ
以
外

の
会
場
に
つ
い
て
、
相
談
の
「
早
期
受
付
終
了
表
示
」
を
示
し
ま
し
た
。

え
ば
、
皆
さ
ん
の
職
場
の
掃

除
や
ご
み
回
収
を
し
て
い
る

業
者
の
方
の
ほ
と
ん
ど
は
、

〝
委
託
労
働
者
〟で
す
。
４
月

に
な
る
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が

変
わ
る
時
が
あ
り
ま
す
ね
？

こ
れ
は
、
委
託
業
者
が
変

わ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

電
話
交
換
手
や
寮
の
管
理

人
も
、
外
部
委
託
や
派
遣
に

切
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
全

絡
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
税
が
要
求
し
て
き
た

「
相
談
受
付
を　

時
ま
で
と

16

し
、
超
勤
を
な
く
せ
」
の
要

求
に
、
東
京
局
当
局
が
一
定

応
え
た
も
の
で
す
。
庁
当
局

に
は
、
最
低
で
も　

時
に
相

17

談
が
終
了
す
る
よ
う
に
、
相

談
時
間
の
受
付
時
間
を
全
国

的
に
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

以
外
の
会
場
で
も
「
な
る
べ

く
早
く
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
受
付
時
間
の
早
期
終
了
を

広
報
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
連
絡
の
『
趣
旨
』
で

は
、「
各
署
で
の
相
談
時
間

の
相
違
に
苦
情
が
発
生
」
し

た
理
由
を
「
納
税
者
へ
の
周

て
、
行　

職
員
の
不
補
充
政

（二）

策
が
原
因
で
す
。

　

派
遣
元
や
委
託
元
は
、

「
一
般
競
争
入
札
」で
決
め
ら

れ
ま
す
。
派
遣
・
委
託
労
働

者
は
、
業
者
が
変
わ
る
と

「
引
き
継
ぎ
」
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
都
度
、
賃
金
な
ど
の
労

働
条
件
が
切
り
下
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

公
契
約
の
適
正
化
を

　

な
ぜ
、
こ
う
い
う
事
が
公

務
の
職
場
で
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
公
契
約
が
適
正
か
」
で
す
。

　
「
一
般
競
争
入
札
」
は
、
一

見
い
い
こ
と
の
よ
う
に
見
え

ま
す
。
価
格
を
競
い
合
っ

公
務
員
人
件
費
の
削
減
許
さ

公
務
員
人
件
費
の
削
減
許
さ
ぬぬ

開
し
ま
し
た
。
行
動
で
は
、

霞
が
関
一
帯
に
官
民
あ
わ
せ

て
３
５
０
０
名
の
仲
間
が
結

集
。
全
国
税
組
合
員
も
２
名

が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

昼
休
み
の
日
比
谷
集
会
で

は
、「
公
務
員
人
件
費
削
減

で
は
、
地
域
主
権
を
目
玉
に

し
て
国
民
を
分
断
し
つ
つ
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
崩

壊
を
狙
っ
て
い
る
。
広
範
な

国
民
的
共
同
で
反
撃
を
広
げ

よ
う
」（
全
労
連
・
大
黒
議
長
）

と
の
呼
び
か
け
に
確
信
を

持
っ
た
参
加
者
は
、「
国
民

生
活
本
位
の
政
治
の
実
現
を

求
め
る
ア
ピ
ー
ル
」
を
満
場

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は　
11

月　

日
、「
な
く
せ
貧
困
、
守

18
ろ
う
暮
ら
し
、
国
民
本
位
の

賃
金
は
、「
交
通
費
な
し
の

時
給
８
５
０
円
」
で
し
た
。

東
京
の
地
下
鉄
初
乗
り
の
往

復
運
賃
3
2
0
円
を
差
し
引

け
ば
、
時
給
換
算
で　

円
も

71

昨
年
の
最
賃
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。

　

国
税
庁
は
、
公
契
約
に
お

い
て
は
、「
法
令
遵
守
規
定

が
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
ま

す
が
、
賃
金
積
算
基
準
も
法

令
遵
守
規
定
の
監
視
も
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
に
見

目
に
見
ええ

音
が
聞
こ
え

　
　

音
が
聞
こ
え
るる

春
闘
を
つ
く
ろ

　
　
　
　

春
闘
を
つ
く
ろ
うう

価
格
で
落
札
さ
れ
た
と
し
て

も
、
派
遣
業
者
や
委
託
業
者

は
〝
労
働
ダ
ン
ピ
ン
グ
〟
を

行
い
ま
す
。
昨
年
、
東
京
の

確
申
会
場
の
派
遣
労
働
者
の

釜
鎌

鞄
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鞄
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鞄
鞄
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鞄
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鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

て
、
最
も
安
い
価
格
を
提
示

し
た
企
業
が
、
そ
の
仕
事
を

落
札
す
る
制
度
で
す
か
ら
、

今
の
ご
時
世
、
国
は
競
い

合
っ
て
そ
の
導
入
を
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
入
札
価

格
の
中
に
は
、
雇
用
さ
れ
る

労
働
者
の
生
活
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
定
の
コ
ス
ト
が

必
要
不
可
欠
で
す
が
、
国
の

経
費
だ
け
削
減
し
よ
う
と
す

る
の
は
、「
公
務
が
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
を
作
っ
て
い
る
」

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
仮
に
適
正
な
入
札

知
不
足
」
と
し
、
さ
ら
に
、

「
午
後
５
時
間
際
に
来
署
し
、

相
談
終
了
見
込
時
刻
が
相
当

遅
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
納

税
者
に
対
応
す
る
こ
と
を
連

確定申告期における相談時間等の統一的
な広報の実施について（次表部分の抜粋。
署外会場＝①、それ以外の会場＝②）

【会場の利用時間】
①　賃貸物件の条件等による
②　午前8時30分から午後5時
【早期受付終了表示】
①　混雑している場合には、受付を早め
に締め切ることがありますので、午後4
時までにお越しいただくようお願いしま
す。
②　混雑している場合には、受付を早め
に締め切ることがありますので、なるべ
くお早めにお越し下さい。

　

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会

（
全
労
連
や
純
中
立
労
組
懇
、

地
方
共
闘
な
ど
で
構
成
）
は

　

月　

日
、
２
０
１
１
年
度

10

27

年
次
総
会
を
開
催
し
、
賃
上

げ
・
内
需
拡
大
で
景
気
の
回

復
を
め
ざ
す
こ
と
を
柱
に
し

た
「
２
０
１
１
年
春
闘
構
想

（
案
）」
を
満
場
一
致
で
採
択

し
ま
し
た
。

　
　

名
の
討
論
・
発
言
の
後
、

15
小
田
川
事
務
局
長
（
全
労
連

事
務
局
長
）の
総
括
答
弁
で
、

①
全
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ

と
雇
用
の
安
定
、
②
時
短
な

ど
働
き
続
け
ら
れ
る
条
件
の

整
備
、
③
最
賃
や
公
契
約
運

動
と
結
ん
だ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
の
確
立
、
④
「
雇
用

守
れ
、
仕
事
よ
こ
せ
」
の
要

求
組
織
、
⑤
雇
用
の
安
定
と

社
会
保
障
拡
充
に
よ
る
制
度

改
善
、
な
ど
を
改
め
て
強
調

し
、「〝
目
に
見
え
、
音
が
聞

こ
え
る
春
闘
〟
を
つ
く
り
だ

そ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

行
財
政
実
現
、
公
務
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
拡
充
」を
求
め
て
、

官
民
共
同
の
中
央
行
動
を
展

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃

1
月　

日
号
か
ら
連
載

25

　

来
年
の
1
月　

日
号
よ

25

り
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ

ア
を
な
く
せ
」
を
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
連
載
し
ま
す
。

霞
が
関
一
帯
に
官
民
労
働
者
3
5
0
0
名

11月18日
中央行動

2
0
1
1
年
春
闘
構
想
を
採
択

国民春闘共闘委

入
札
の
度
、賃
下
げ
に
次
ぐ
賃
下
げ

確 申 期 の
相 談 会 場

広
報
文
書
の
事
務
連
絡
を
発
出

署
内
署
内
はは「「
な
る
べ
く
お
早
め
に

な
る
べ
く
お
早
め
に
」」

東
京
局

「公の公共サービスの拡充を」とシュプレヒコールする

国公労働者ら

①
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自
ら
の
評
価
は
？

【
東
海
地
連
】

　

所
得
税
確
定
申
告
で
電

子
申
告
を
利
用
す
る
納
税

者
が
4
割
近
く
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
相
談
会
場
は
一

向
に
人
が
減
り
ま
せ
ん
。

相
談
会
場
に
は
閑
古
鳥
が

鳴
く
は
ず
だ
っ
た
の
に
現

実
は
違
い
ま
す
。

　

当
局
は
電
子
申
告
の
実

績
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
全
国
局

長
会
議
の
資
料
で
は
、
作
成

用
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
の

利
用
者
の
内
、
２
％
し
か
翌

年
自
宅
か
ら
の
電
子
申
告

に
寄
与
し
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。
国

税
当
局
は
納
税
者
利
便
経

費
と
し
て
毎
年
１
０
０
億

円
以
上
の
税
金
を
投
下
し

て
い
ま
す
が
、
効
果
対
費
用

か
ら
「
事
業
仕
分
け
」
さ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
の
で
は
。

管
運
へ
の
警
鐘
？

【
関
信
・
新
潟
支
部
】

　

い
ち
部
署
に
「
事
務
処
理

誤
り
、
処
理
の
遅
延
、
回
付

漏
れ
等
の
不
適
切
な
処
理

が
見
受
け
ら
れ
る
。
事
務

処
理
手
順
の
徹
底
を
図
る

よ
う
」
連
絡
が
入
る
。
ま
た

掲
示
板
に
も
『
事
務
処
理
の

遅
延
防
止
策
』（
管
理
運
営

課
情
報
）、『
事
務
処
理
手
順

を
遵
守
』（
支
援
調
整
官
だ

よ
り
）
が
掲
示
さ
れ
た
。

　
「
支
援
調
整
官
だ
よ
り
」

で
は
、「
同
時
に
複
数
の
仕

事
を
し
な
い
。
慣
れ
た
仕

事
も
他
の
事
と
同
時
に
す

る
と
危
険
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、『
管
運
の
仕
事
の

あ
り
方
へ
の
警
鐘
』
か
？

健
康
第
一
か
ら
遠
ざ
か
る

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　
「
厚
生
だ
よ
り
」
が
届
い

た
。
人
間
ド
ッ
ク
の
精
密

検
査
の
負
担
に
関
す
る
変

更
で
あ
る
。

　

昨
季
ま
で
は
、
支
払
請
求

は
病
院
が
行
う
た
め
何
ら

煩
わ
し
さ
が
な
か
っ
た
が
、

今
度
か
ら
は
一
旦
自
己
払

い
の
う
え
、
改
め
て
立
替
払

い
分
を
請
求
す
る
。
そ
の

手
続
き
の
煩
雑
さ
は
立
替

払
い
の
請
求
を
し
な
い
か

再
検
査
を
受
け
な
い
者
を

確
実
に
増
や
す
。
さ
ら
に
、

ド
ッ
ク
の
触
診
中
に
、「
少

し
お
か
し
い
の
で
検
査
し

ま
す
か
？
」
と
言
わ
れ
、
追

加
で
オ
プ
シ
ョ
ン
を
依
頼

し
た
ら
、
そ
の
精
密
検
査
は

「
自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま

す
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

あ
あ
、
我
が
職
場
も
、
ま
す

ま
す
健
康
第
一
か
ら
遠
ざ

か
る
よ
う
だ
！

取
り
や
め
の
指
示
を
し
た

【
愛
知
東
支
部
・
豊
橋
分
会
】

　

分
会　

統
括
官
が
「
今
日

一
日
差
押
で
頑
張
る
ぞ
」
の

檄
の
後
、
み
ん
な
で
唱
和
。

「
こ
ん
な
の
や
っ
て
ら
れ
な

い
わ
」
の
声
も
で
た
。
徴
収

の
個
人
別
の
差
押
件
数
表

が
棒
グ
ラ
フ
に
な
っ
て
い

る
。
縦
軸
が
職
員
の
氏
名
、

横
軸
が
差
押
件
数
で
預
金
、

売
掛
金
、
現
金
、
保
険
（
共

済
）、
そ
の
他
の
内
訳
に

な
っ
て
い
る
。
グ
ラ
フ
で

個
別
管
理
、
ノ
ル
マ
を
強
要

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

署
長　

朝
会
で
職
員
を

集
め
、
事
務
の
趣
旨
を
徹
底

す
る
こ
と
は
必
要
だ
。
し

か
し
、
唱
和
ま
で
す
る
必
要

は
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
管

理
者
が
事
務
運
営
の
た
め

資
料
を
作
る
こ
と
は
必
要
。

し
か
し
、
そ
の
資
料
を
個
々

の
職
員
に
見
せ
る
の
は
、
取

り
や
め
の
指
示
を
し
た
。

〈
解
答
〉
黒
1
の
置
き
か
ら

3
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
4
に
黒
5
で
白
死
で
す
。

黒
1
で
3
は
白
1
で
白
生

き
。
黒
3
で
4
は
白
3
黒

5
白
イ
で
失
敗
で
す
。

税大の民主化を
　
　

年
に
東
京
地
連
が
行
っ

09
た
調
査
で
は
、
罰
掃
除
な
ど

の
体
罰
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
関
信
研
修
所
の
卒
業

生
か
ら
も
、「
同
様
の
こ
と

続
け
に
投
書
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
識
が
ま

ん
延
す
る
中
で
、
自
主
退
職

を
強
要
す
る
事
例
も
複
数
の

研
修
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

本
人
た
ち
か
ら
の
投
書
が
全

国
税
に
あ
り
、
全
国
税
が
当

が
あ
っ
た
」
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
、
名
古
屋
研
修

所
で
組
織
的
パ
ワ
ハ
ラ
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
立
て

今
度
は
自
主
退
職
を
強
要

　

青
年
部
は　

月　

日
、
国

11

15

税
庁
と
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
交
渉
に
は
、
高
橋
青
年

部
長
を
は
じ
め
４
名
の
組
合

員
が
参
加
。
当
局
側
は
青
木

課
長
補
佐
が
対
応
し
ま
し

た
。

　

交
渉
の
冒
頭
、
高
橋
青
年

部
長
は
「
青
年
が
将
来
に
希

望
を
持
っ
て
働
く
た
め
に

は
、
働
き
が
い
の
あ
る
人
間

ら
し
い
仕
事
と
生
活
を
実
現

す
る
こ
と
が
必
要
」と
指
摘
。

「
生
活
水
準
の
向
上
と
人
権
・

青年部交渉を実施
尊
厳
の
尊
重
が
必
要
不
可

欠
」
と
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
青
木
補
佐
は
「
青

年
の
生
の
意
見
を
言
っ
て
ほ

し
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
①
超
勤
手
当

は
青
年
に
と
っ
て
生
活
給
で

あ
り
、
朝
の
準
備
時
間
や
夜

の
片
付
け
な
ど
の
超
勤
手
当

は
必
ず
支
給
せ
よ
、
②
都
心

部
で
発
生
し
て
い
る
ル
ー
ム

シ
ェ
ア
を
解
消
せ
よ
、
③
税

大
や
職
場
内
で
の
パ
ワ
ハ
ラ

を
根
絶
せ
よ
、
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
当
局
か
ら

は
、
①
適
正
に
支
給
し
て
い

る
。
勤
務
時
間
管
理
を
徹
底

し
た
い
、
②
独
身
寮
の
戸
数

新
青
年
部
長  

高
橋
さ
ん
に

　

青
年
部
は　

月　

日
、
東

11

14

京
都
内
で
第　

回
定
期
大
会
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を
開
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
国
税
青
年

の
要
求
が
全
労
働
者
で
合
意

形
成
で
き
る
情
勢
で
あ
り
、

呼
び
か
け
れ
ば
青
年
は
と
も

に
た
た
か
う
決
意
を
固
め

る
」
と
の
確
信
の
下
、

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

実
現
」
を
基
本
に
、
①
働
き

が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
、
②
青
年
の
生
活
水
準
の

向
上
、
③
人
権
と
尊
厳
の
尊

重
、
の
運
動
方
針
を
満
場
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
高
橋
知
巳
さ

ん
（
新
潟
県
支
部
）
が
青
年

部
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

が
足
り
な
い
、
③
パ
ワ
ハ
ラ

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と

の
回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。

 
専
攻
税
法
研
修 

実
施
時
期
検
討
す
る 

　

専
攻
税
法
研
修
の
実
施
時

働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
を

期
に
つ
い
て
、
青
年
部
か
ら

配
慮
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ

ろ
、
当
局
は
「
来
年
以
降
の

実
施
時
期
は
、
今
年
の
状
況

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
」

と
回
答
し
、
来
年
度
の
実
施

時
期
の
見
直
し
を
示
唆
し
ま

し
た
。

か
っ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
過
去
に
は
、
国
会

で
問
題
視
さ
れ
、
国
会
議
員

団
が
研
修
所
へ
詰
め
寄
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

当
局
は
、
こ
う
い
う
こ
と

を
繰
り
返
し
た
い
の
で
し
ょ

う
か
。
非
常
識
を
根
絶
す
る

と
い
う
長
官
の
強
い
判
断
と

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

局
に
是
正
を
求
め
、
自
主
退

職
の
強
要
は
、
撤
回
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が

　

税
大
の
民
主
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
税

大
の
非
常
識
な
運
営
に
、
広

範
な
労
働
組
合
が
注
目
を
し

に
、
民
間
賃
貸
し
て
複
数
入

居
す
る
〝
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
〟

の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

都
心
部
の
大
量
採
用
の
た

め
、
近
畿
圏
を
中
心
と
し
た

遠
方
出
身
者
の
採
用
も
増
え

る
中
、
民
間
借
り
上
げ
も
含

め
て
独
身
寮
を
確
保
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
心
部
で
ル
ー
ム
シ
ェ
ア

　

東
京
局
や
関
信
局
で
青
年

の
採
用
数
が
増
え
て
い
る
な

か
、
都
心
部
に
あ
る
寮
・
宿

舎
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
政
府
の
「
事
業
仕
分

け
」
で
新
設
予
定
の
宿
舎
建

設
が
中
止
さ
れ
、
戸
数
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

　

追
い
出
さ
れ
た
青
年
の
中

釜
鎌

鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

広
範
な
労
組
も
注
目

起
き
る
ほ
ど
の
異
常
性
が
、

今
も
税
大
研
修
所
に
は
あ
り

ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

税
大
、
と
り
わ
け
普
通
科

の
研
修
や
寮
生
活
の
民
主
化

を
求
め
て
、
全
国
税
が
た
た

新
青
年
部
長
の
高
橋
さ
ん

社・共国会議員による東京研修所の調査団。
（1972年3月18日）

働きがいのある人間らしい仕事を

戸
数
不
足
で
寮
追
い
出
し

11月14日

第　

回
青
年
部
大
会
を
開
く
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11月15日


